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大学英語カリキュラムでの大規模自律学習の展開

九州 大 学 の場合

鈴 木 右 文

1は じめに

本稿 で は、2006年 度 に九州大学 で改定 された新 英語 カ リキ ュラムに

導入 され た、 ウェブ教材 を使用 した自律 学習 よる必修科 目の展 開に関 し

て、 デー タに基づいた考察 を加 え、今後の同科 目の有意義 な展 開へ の提

言 を通 して、大 学英語教育 にお けるコンピュー タ利用 の 自律学習の発展

に寄与す ることを目的 とす る。

2九 州大学 の新英語カ リキ ュラム

九州大学 で は2006年 度 よ り英語新 カ リキ ュラムが導入 され た。 第1

外国語 と して英語 を選択 した場合 、原則 と して文系学部 は7単 位、理系

学部 は6単 位が 必修 となる。 内容 は4種 類 あ り、以下 の ようになって

い る。

・英 語1:1年 前期:40-80名:大 学英語学習 の基盤形成上の基礎

知識 を習得
・英 語HA:1年 前期:20-25名:パ ラグ ラフライティングとプレゼ

ンテーシ ョン

・英語HB:1年 後期:50-130名:読 解 、聴解、文法の 自律学 習中級
・英語IHA:1年 後期:20-25名:エ ッセイライテ ィングとプレゼ ン

テーシ ョン
・英語MB:2年 前期:50-130名:読 解 、聴解、文法の 自律学習上級
・英 語IV:2年 前期:50名 前後:ア ラカル ト方式(こ の学期 は文系

学部 のみ開講)

2年 後期:50名 前後:ア ラカル ト方式

3B型 科 目の 目的

その4種 類の うちのひ とつであるB型 科 目(筆 者独 自の呼称)は 、多
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様 な 目的 を持 っている。 まず 自律学習の導入が 目的 として挙 げ られる。

リーディングや リスニ ング といった受信型技 能は、シ ンプルな訓練 を積

み上げてい く必要があ り、学習者 によって読む速度が異 なった り、学習

を進め るの に適 したペースが異 なった りす る。 この観点 か らは、受講者

が一斉 に同一のペースで学習 を進 める授 業 よ りも、個 人のペ ースで進め

られる自律学習が適 していると言える。これは、作文や口頭 プレゼ ンテー

シ ョンの ように、生 身の人間である他の受講者 に読んで もらいあるい は

聞いて もらって フィー ドバ ックを得 た りす る授業や、協同で成果物 を作 っ

てい くプロジェク ト型 の授業 の ように、仲間がそろって一斉 に同 じ作業

をす るこ とが有意義である タイプの もの とは異な る点である。文法の学

習 につ いても一斉授業 こそ適 している と考 える理由は見 当た らない。

また、大規模 クラス運用 も目的のひ とつであ る。同 じ教員 数で、 もし

くは定員削減や人事凍結 や人事 ポイ ン ト制や非常勤 講師枠 の削減 な どに

よってよ り少 ない教員 数で英語 カ リキュラムを運営 していかなければな

らない昨今であ るが、 これに加 えて、論文作成や プレゼ ンテーシ ョン技

能 といった、学術 目的で使用 する英語産出の技能 について も大学英語教

育 に求め られてお り、少人数 での英語産出技能教育 も必要 となって きて

いる。 この ような状況では、少 人数教育の実現のため には、一方 で大人

数教 育 も導入せ ざるを得 ない状 況であ る。 その ために英 語1が2006年

のカ リキュラム改定 よ りも前 か ら導入 され、共通教科書 の使用 、共通小

テス ト ・共通定期試験(全 く同一 の問題 ということではな く、出題素材

や出題様式 に枠があ るとい うこと)と いった規格化、テ ィーチ ング ・ア

シス タン ト(TA)に よる補助 といった工 夫 によって、授 業の効果 を損

なうことな く1ク ラス当た りの受講者数を増やす ことを目指 したのだが、

これだけでは十分で はない。外 国語科 目の担当者 は、外国語 以外 の全学

教育、大学 院教育、大学院共 通教育等 に も関与 してお り、担 当授業数 の

増加 に よって対応す ることは事実上無理 である。そ こでB型 科 目が自律

学習 を導入すれ ば、 自律である以上 、同一 の教室 に何人の学 習者 が座 っ

ているかは、 ひ とりひと りの学習 内容 に影響 を与 えない。従 って教室 の

収容数 に応 じて1ク ラスあた りの受講者数 を増やす ことがで きるとい う

ことである。 もちろん、受講者数が増加す る と成績評価の手間が増大す

るため、単純 に受講者数はい くら多 くて もいい とは言 えないのだが、学

生 数に圧倒 されて授業本体がや りに くい とい うこ とが ないだけで も負担
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感は低 い と言 える。

さらに、コ ンピュータ ・ネッ トワーク を利用 してい ることで、教員側

がひ と りひ とりの学習状況や クラス全体 としての様子 を詳細 に把握 で き

る。 この よ うなLMS(learningmanagementsystem)は 、例 えば紙

の教科書 で行 う読解の一斉授 業では実現 で きないこ とであ る。

4実 施方法

このB型 科 目は、1年 次前期 で大学英語学習 の基盤形成 を果た し、1

年次前期 中 に1年 生が 一斉 に受 験す るTOEFL-ITPに よ りリー ディ ン

グとリスニ ングの力 を客観的数値 によって把握 した英語学習者が、1年

次後期 ・2年 次前期 に連続集中 して リーデ ィング とリスニ ングを中心 と

した訓練 を行 うものである(TOEFL,TOEIC,学 内実施のTOEFL-ITP

による単位認定 はこのB型 科 目に関 して行 われる)。

使用 する教材 は、広 島市立大学の青 木信 之教授 と渡辺智恵准教授 に よ

り2003年 度 より開発中のコ ンテンツに広 島市内の業者 が開発 したプラッ

トフォーム を組 み合 わせ た 「ぎゅっとe」 と呼 ばれる もので、広島市立

大学や広 島市民 に利用 されていて、 さまざまな コースがあ るが、九州大

学では リーデ ィング、 リスニ ング、 グラマーの コース を採用 している。

1年 次 後期 の英語llBの リーデ ィングとリスニ ングは中級(教 材 の設計

上TOEIC450-650)、2年 次 前期 の英 語IIIBで は上級(教 材 の設計上

丁OEIC600-800)に なってい る。 この教材 は、鳴 り物入 りの賑 やかな

ス タイルは採 らず、サ ーキ ッ トトレーニ ングの ように ドリルをこな して

い くタイ プの作 りになってお り、学習者の積極 的取 り組みが必要 となっ

てい る。

九州大学 で外 国語教 育 を展開す る六本松 キ ャンパス(2009年4月 に

は郊外 へ移転予定)に は、外国語教育で使用 しているコ ンピュータ教室

は5室 あ り、収容 能力は332名(5つ の教室 で64名+81名+67名+50

名+70名)と なっている。 これ らの教 室 を有効利用 して1学 年約2500

名 を収容 し、昼 間の空 き時 間や夕方以降 は原則 として授業以外での学習

に開放 してい る。授業 では、これ ら5つ の教 室 を同時 に使用す るこ とが

多いが、 時間割上 の開講 クラス数は3、 担 当教員 も3、TAが2で 運用

してい る。5つ の教室 の うち1つ は教員1の みで担 当するが 、残 る4教

室 は2教 室当た りを教員1TA1で 担当す る。 質問の受付 や 自律 学習の
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監督 に1教 室あた り1名 が付 く形 であるが、工夫で乗 り切 るべ き難点 と

して、授業初回の オリエ ンテーシ ョンを1つ の教室 に2教 室分 の受講者

を集 めて実施す る必要がある こと、通常の授業の中で教 員に よる口頭で

の連絡や指導が教室 ごとに行 われて二度手間 になることな どが挙 げ られ

る。前者 については、通路 や壁際 での立 ち見で何 とか対応 しているが、

後者 につい てはなか なか難 しい。一方 の教室で は授 業開始時刻 に話 を始

め、終了 したら学習 に移 って もらえばよい のであ るが、その後教員が も

う一方の教室 に移動す る頃には既 に学習が始 まってお り、ひ とりひ とり

が異 なるペ ースで進めているため、教員が入室 した段 階です ぐには止め

られない作業(読 む速度 を計測 中、 リスニ ングの問題 を聞いている、な

ど)を している受講者が当面 の作業 を終 えるまでやや時間がかかる上、

問題 を解 く所要時間 を採 点ボ タンのク リックか らその次 の問題 の採点 ボ

タンのク リックまでで計測 しているため、手 を休めて教員 の話 に耳 を傾

けている うちに、解答 にかかる時間の平均値 データな どが狂 ってい く。

この場合、 は じめ に連絡 ・指導 を始 める教室 を授 業回 ごとに交替す るな

どして公平 を図 らな くてはな らないであろう。2教 室 を1人 の教員が担

当 している場合、隣 り合わせ の教室 では行 き来す る扉のあた りで話 をす

れば一度で済 ませ ることもで きるが、数十m離 れてい るパ ター ンではそ

の手 は使 えない。 ワイヤ レスマ イクその他で何 とか一度で連絡 ・指導が

済む ように改善す ることが望 ましいであろ う。

2007年 度後期 の授業 で は、教員 が受講 に必要 な説明 を与 えたあ と、

受講者 は受講期間 中、授業 時間中はわずか の連絡 ・指導 の時間以外 は自

律学習 に取 り組み、授 業以外 で も大学 のコンピュー タ教室 や 自宅 のコ ン

ピュー タで学 習 を継続 し、 お よそ4ヶ 月弱 の問 に、 リー デ ィングで は

200-300語 程度の英文 に対 して10問 の設 問があ る問題 を40題 、 リスニ

ングでは約800問 、 グラマ ーでは400問 強の学習分量 となってい る。受

講者の平均 的 な解答時 間か らす る と、 これは13回 の授 業時 間 をすべ て

休 みな く学習 にあてて何 とか終了する くらいの分量である。 しか し実際

にはオ リエ ンテーシ ョンや連 絡 ・指導 を聞 く時間があ り、数回の中間試

験 の時間があ り、中間試験 に備 えた復習の時間が必要であ り、コンピュー

タ画面 とのに らめっこの途中で休憩 を取 るこ ともあ るであろ うし、様 々

な公的私的理 由によって学習が思 うように進 まない週 もあるであろうし、

学習者 の半数 はこの平均的ペース よりも遅 い学習速度で進めるのである
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か ら、実際には授業 時間内 だけの学習で全問終 わるケースが多い とは考

えに くい。そ もそ も教員側 と しては、授業 以外 で も学習す ることを前提

に、学 習の頻 度を上 げることによって、英語学習 の効果 を高め ようとい

う意図があった。

学生 が 自律学 習 を行 っている問の教員及 びTAの 役割 は大 きい。教員

に話 を絞 るが、オ リエ ンテー シ ョンの実施 、連絡 ・指導の実施 、 自律学

習中の質問へ の対応の他、受講者 の学習状況 を各種 デー タで確認 し、ク

ラス全体 や特定個人への指導 内容 を電子掲示板や教材内メールに書 き出

す作業が あ り、暇 な時間はない。指導 の素材 にす るクラス平均や個人の

デー タには以下の ようなものがある。

・週毎 のログイン回数

・週毎 のログイン時間

・週毎 の消化状況、最終消化 問題数予想
・問題毎の消化人数、正解率、所要時間(リ ーデ ィングでは平均 リーディ

ング速度 も)

・復習 した問題数

5主 な改善

2006年 度後期 と2007年 度前期 にお いては、正解率の低 い問題等 を中

心 に、授業の 中で教員が 口頭で20-30分 解説 を行 う時間が毎 回の授業 で

設定 されていた。 これは、完全 な自律学習 の形 に して しまうと教員 の出

番がな くなって しま うか もしれ ない との警戒心 か ら設定 された ことなの

であるが、受講者 に とっては評判の よ くないこ とであ った。そ もそ も人

間の教 師が介在す る中で受講者 が一 丸 となって取 り組む学 習 と、個 人が

自律学習 する部分 とは、 きちん と棲 み分 けを して、それ らが同居 してい

る場合 に比べ て全体 として効果 を高 め ようということが狙 いなのである

か ら、 自律学習 を意図 した授業 では、対面授業の要素 をかな りの部分含

め ようとい うのは、集中 して自律学習 をしようと思っている受講者 にとっ

てはむ しろ阻害 因子 にな りかねない とい うこ とになる。 そ こで2007年

度後期 か らは対面指導の時間の義務化 をはず した。確 かにこ うす る と教

員 と受講者 との人的結びつ きが希薄 にな り、従来型 の授業 の観点 か ら見

る と教員側の達成感が不足す るので あるが、従来 とは別次元 の授業が展

開 されてい るのであるか ら、評価の観点 も変 えな くてはな らない とい う
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ことになるだろう。最 近では、対面授業部分が ない ことへ の心 配ではな

く、む しろ教員の存在 を排 した完全 自律学習 を示唆す るなど、担 当教員

の意識が変化 して きてい る。 これが もし実現す れば、浮いた教員 を他 の

科 目の充実 に回す ことがで きる上 、必要 に応 じて非常勤講師削減等 の大

学 の施策 に も応 え られ るか もしれない。

次 に、2006年 度後期、2007年 度前期 においては、中間試験 を教材外

か ら出題する実力試験 としていた(定 期試験 も実力試験)。 これは、「ぎゅっ

とe」 か らの紙での印字が著作権 的に困難 だったか らであ る。 しか し、

2007年 度後期 か らは、教材 内か ら問題 を作成 し、 コ ンピュー タ上 で実

施で きる ようになった。 しか も、サーバ側 で自動採点 とな り、教 員に よ

る採 点の手 間 も省け るようになった。この ように教材か ら出題 されるこ

ととなる と、通常の学習 にもそれだけ力が入 るこ とが期待 で きる。

最後 に、義務化す る学習分量 であるが、学習の実質 を確 保で きるか ど

うかの重要 な問題であ り、次節 で扱 う。

6学 習 の習慣化

一見 いいこ とばか りであ るように見えるコ ンピュータ利用の 自律学習

であるが 、そ うとばか りは言 えない。一番 の問題 は、授 業時間内の学習

だけでは時間が足 りない ように して授業外 での学習 を促 し、学習 の習慣

化 を図 るこ とが意 図 されてい るに もかか わ らず、2006年 後期 、2007年

前期 においては、 コンス タン トに学習せず 、学期終了間際 になって駆 け

込み的 に学 習す る者 が続 出 した。全体 の90%以 上の問題 を4ヶ 月弱 に

わたる学 習期 間の最後の数 日で こなす といった とんで もない受講者が多

か った。 しか も、大抵の場合、 リスニ ングが問題文音声の流れ る時間 よ

りも短い2秒 程度で解答 していた り、 リーデ ィングの200-300語 とい う

分量 の文章 を毎分8000語 で読 んでいた り(つ ま り読 まずに設問へ移 る)、

リーデ ィングにつ いて10問 あ るはず の大問 を5秒 で解 いてい て正解 の

選択 す ら行 っていない と思われた り、全 く学習せず 、電子記録的 な辻褄

合わせ をしたに過 ぎない こ とがわか った。

原因は2つ ある。1つ には、中間試験 が教材外か らの出題だったので、

試験 範囲 まで教材 の学習 を進めてお く必要 がなかった。 もう1つ は、全

体 の70%終 了 とい うノルマがチ ェ ックされるのは学期 末だけ だった と

い うこ とであ る。 これの改善 を図 るため、2007年 度 後期 におい ては、
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中間試験(教 員 に よって2～4回)を 教材 内か ら出題す ることと し、 さ

らに、中間試験前 日まで にその試験 範囲の学習 を終了 してい ない と単位

を与 えない こととした。

この結果 、2007年 度後 期の授業(11月 現在)で は、 ほ とん ど学 習 を

進めていない とい う学習者 はほとん どいな くなった(い る とすれば単位

は認定 されない)。 中間試験 は教材 内か ら出題 され るので ある し、試験

前 日までに出題範 囲の学習 を終了 させ なければ単位が 出ないのであ るか

ら当然である。これは学習の習慣化 とい う観 点か らも歓迎すべ きことで

ある。毎週 こつこつ とコ ンス タン トに学 習 を進 めるのが最善であ る。

ところがである。筆者の場合、学期 中に3回 の中間試験 を予定 してい

るが、1回 目の中間試験 までの学習デー タを見 て愕然 とした。教 材 に登

録 されてい る受講者102名 の週当 た り平均学習時 間は次 の ような ことに

なっていたのであ る(10月1日(月)が 授業 の初回で あ り、第1回 の

中間試験 日は10月29日 。毎 日午前3時 頃 にサ ーバが そ こまで24時 間の

学習履歴 を計算す る ようになっている)。
・第1週(授 業 日10月1日):(10月1日 午前3時 ～10月8日 午前3時)33分

・第2週(祝 日10月8日):(10月8日 午前3時 ～10月15日 午前3時)48分

・第3週(授 業 日10月15日):(10月15日 午前3時 ～10月22日 午前3時)98分

・第4週(授 業 日10月22日):(10月22日 午前3時 ～10月29日 午前3時)235分

第1週 目はオ リエ ンテーシ ョンがあったため、授業時 間内での 自律 学習

時間はだいたい上記程度であ ったか ら、授業 以外 ではほ とんど学習 して

い ない。第2週 目は8日 が祝 日で授 業がなかった週 であるに もかかわ ら

ず、授 業外 で48分 学習 してい るが 、事前 に他 の週 と同程 度の学習 を行

うように指導 していたに もかかわ らず、授業 時間の半分程度の学習で し

か ない。第3週 目は授 業 で90分 近 くの学習 を してい るはず なので 、授

業外ではほんのわず か しか学習 してい ない。 ところが試験前最後の第4

週 目では、授業時 間を差 し引 くと、授業外 で2時 間半程度 も学習 してい

る。 これだけ1週 間で時間がかけ られ るな ら、他 の週の学習時間 を少 し

増 や し、各週均等 に時 間をかける とす る と、1週 あた り104分 で済んだ

計算 であ る。 これな ら、授 業時 間を90分 とす れ ば授業外 での学習 時間

が15分 で も試験 範囲の学習 が終了 で きるはず であ る。 コンス タン トな

学習が習慣化 すれば、比較的少 ない負担 で学 習で きるはず なのだ。試験

の直前 に追い込みをかける と、他の授 業の学 習に悪影響 を及 ぼ しかね な
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い。第1回 中間試験が終了す ると、第5週 目は56分 、第6週 目は66分 、

第7週 目は57分 な どと、元の木阿弥 にな っている。

また、学習 回数(こ こでは ログイン回数)の 平均 で見 て も、似た こと

が確 認で きる。

・第1週:2 .46回

・第2週:2 .13回

・第3週:2 .92回

・第4週:6 .47回

このあ と第5週 目は4.95回 となっているが、 これ は中間試験 の実施上新

たなロ グイ ンが必要 だか らで あ り、第6週 は2.37回 、第7週 は1.99回 と

なって しまっている。

但 し、これ らの数値で ひとつ注意 すべ きことが ある。 もしか した ら、

中間試験範 囲の学習 自体は短い学習 時間で も足 りているが、試験 直前の

週 は復習 に時 間を割い たため に学習 時間が長 くなったのか もしれ ない。

そ こで問題 を どれだ けこな したか を見 てお く。

・第1週:リ ーディング0 .6問 、 リスニ ング10.0問 、 グラマー16.3問

・第2週:リ ーデ ィング1 .1問 、 リスニ ング17.6問 、 グラマー17.3問

・第3週:リ ーデ ィング2 .3問 、 リスニ ング47.0問 、 グラマー43.9問

・第4週:リ ーデ ィング5 .8問 、 リスニ ング122,7問 、 グラマー37.0問

・試験範 囲:リ ーデ ィング10問 、 リスニ ング200問 、 グラマー100問

このデー タか らは、やは り学習 の進捗が コ ンス タン トで な く、直前 に極

端 な追い込みを見せ たと理解で きる。なお、グラマーは取っつ きやすかっ

たのか、早め に進行 し、第4週 が ピーク とい うわけでは なか った。

結局 このようにコンス タン トでな くむ らの ある学習は、中間試験 で学

習分量の 関門がで きたのに合 わせ て、追 い込みが学期 末だけでな く、中

間試験の たびに繰 り返 される傾 向がわかった。 こうなると週毎 に関門を

設 ける必要があ るか も しれないが 、そこまで行 くと何かの都合 や体調 の

悪 い週が あれ ば即座 にこの科 目が不合格 という事態 にな りかねず、 これ

以上 関門のサ イクルを短縮 するこ とは必ず しも現実的 と言 えない面が あ

る。 だが、 日々の学 習 を着実 に進 めて もらうことは肝 要なので、何 らか

の手 を打つ必要があ るもの と考 え られ、関門 を例 えば2週 間サイ クルで

設 けた上で、必須 とする消化 問題数 はやや低め に抑 制する とい うや り方

を提案 してお く。
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7成 績評価

この科 目の2007年 の全 クラス共通 の成 績評価方法 は概 ね次 の ように

了解 されている。

・試験60定 期試験(実 力試験)+中 間試験2～4回(教 材 を範 囲に)

・学習40消 化状況+正 解状況+学 習安定状況+出 欠状況
、 など

さらなる詳細 につ いて は、受講者の所属学部 その他 を勘案 して担当教員

が定めるこ ととしてい る。定期試験 は教材外 か らの 出題、中間試験 は教

材 か らの出題 となる。因み に学 習点につ いて筆者の クラスでの基準 を紹

介 してお くと、 まず消化 状況 と して は、 全問題数 の70%を 最 終的 に ど

れだけ越 える こ とが で きるか に10点 を割 り与 え、問題数 の消化 が多 い

ほ ど得点が 高い よ うに してい る。 また正解状 況 につ いて も10点 を割 り

当て、正答率の高低 に応 じて差 をつ けるこ ととし、丁寧な解答 を促す。

消化 を急 いで誤答が多 くなれば得点が少 な くなる仕掛 けである。学習安

定状 況 に も10点 を割 り当 てて、週毎 のロ グイ ン回数や消化 問題 数 にば

らつ きが多いほ ど得 点が低 くなる ように してお り、 コンス タン トな学習

を促 してい る。 最後 に出欠状 況 について も10点 を割 り与 え、授 業 に出

て くることが得点 を高める形 に している。遅刻 ・欠席 が5回 に達す る と

単位 を認定 しない。但 し、今後教員のい ない状 態で 自律学習 を して もら

うことにも しなった場合 には、 出席 とい う概 念 自体 がな くなるこ とも考

えられる。授業時間帯はあ くまでその クラスの受講者が優先的にコンピュー

タを使用で きるだけで、体がその時間帯 に教室 に来ていな くて も、学習

が進め られるのであれば構 わない とい うことになるだろ うか らであ る。

8残 余 の問題 とまとめ

以上、九州大学で実施 中の ウェブ教材 の 自律学習 を内容 とす る英語科

目を概観 し、問題点 について考察 し、解 決策 を提案 した。本稿では考察

しなかったが、他 に も、早 く教材 をすべ て終 えて しまった受講者 をどう

扱 うか とい うような問題 もあ る。残 りの授業時 間に何 を して もらうこと

にすれば よいの か、 また、学習 を終 了 して以 降の残余の学習期間は学 習

実績 がな く、学習安定状況 を不 良 と見なす のか、 とい った ことが問題 に

なる。こ うした点 についての考察は また機会 を改めたい。


